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第2回　固形肥料用追肥機

4　実験括果

1．粒状肥料用追肥機だついて

不機によって吐点状に施肥する方法を採るが，一般に

追肥位置牡4株に1ヶ所の割合で株間中央部に施肥する

ので．現行栽植様式で吐107－ル当部00～鋤卸の操作回

教疋なる．

不滅に上る追肥所要時間吐107－ル当約3時間であり，

従来の手作業に比して2～3倍の作業能率である．

窮2表　　10アール当り追肥所要時間

供　 試　 磯
′

栽 植密 匿
正 味 咋 業

時　 間
備　　　　　 考

粒 状肥 科欄

l

l
と； 74 株／坪

時 分

2 ．5 8 挿 入 は4 株 に 1 ヶ所

80　 ク 8 ．0 0 ク

固形 肥 科 用

8 80　 ク 5 ．5 6 ク

4 8 0　 ク 6 ．4 5 ・ク

5 80　 ク 6 ．42 ク

肥料落下宜について吐，乾燥時吐計量脛に上って規定

される量が落下するが．長時間連続作業する場合に吐，

押込みピストンの上．下操作だ上って，泥水が計量器ま

で上昇し．泥水によって肥科が計量階内壁に附著し，肥

料落下量が波少する傾向を示した．この傾向吐作業の追

行につれて大きく浸るが，泥水の侵入が極限に遠すれば，

計量の変吐少く．落下量吐一定する．従って．本職の利

用に当って吐あらかじめ，極限の状態に相当する泥水を

を附帯させて，計孟毒の凋蔀を行うことに上って土廉た

く作美が行vl得る．

比科名下京の減少任，計壷阪内壁に府濁した足羽正上

って・打出宿美容横が小さくたることに上るもので，そ

の割合咤肥料の形状疋上って兵り．由紀のもの吐頑少峯

は少なかつた．

2・固形肥科用追肥機について

不磯利堵けこ上る107－ル当追肥所要時間をみると従来

の方法だ比して．同種変もしく吐それ以上の能率を上げ

ることが出来たが，粒状肥料用追肥嘩托上る場合より寵

妾吐低かつた・これ吐，肥割が繰出し口からヰ管内を止

り外筒まで転落するに要する時間に上り押込みのタイミ

ングが決定されるので．その間の時間損失があることに

上ると考慮される．

5　　む　ナ　び

入刀用深層追肥磯として，粒状肥料用及び固形肥料用

の2種を試作した・レずれ　従来の作美方法に上る場合

に比較して・作乗中の疲労が少く．且つ能率的に行い得

るものであるが．機構細部については2，3の問題点が

あり改良を要するところである．即ち粒状肥料用につい

て吐一　肥料計量器への泥土侵入を防止し史に肥料計量の

確実安定性を図る必妾がある．又固形肥科用については．

不整形肥料の綾出しの確実性を苛めると同時に，作業能

率の向上について機構上の検討が必要であると考える．

尚現在県内某メーカーに上って市販されてh声が．今

後更に追肥磯の実用化を進め，疾届追肥作業の省刀化を

図る必要がある．

第3図　追肥機による深追作業状況

籾の通風乾燥時における胴割米の発現

1　ま　えがさ

阿　部　貞　　尚

（福島県農試浜支場）

植栽培の普及に上って，収穫期は相対的に早くをってき

近年，食糧事情の安定化にとも左h商品としての米質　た・福島県広野いてもー早場米を目的とした場合の気象

がつよく要道されてきた・一万・水稲は早生種による早　条件吐高温多湿，降雨日放が多く，籾乾燥の条件として
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．⊥亜当てない．乾懐が不充分であり・貯ぞう水分までの

砿喋が艮勅を蟄する場合があり・胴割米が発現しやすい・

この調度咤両割米の地域性と自然乾燥野上ぴこれを

補う恩峰での通風乾燥をかこなった場合に，胴割米の発

現也十・長だついて検討したものである・

2　浜通りにおける地域気象

浜と会津の最高気温は窮1回のととく．9月まで会津

が克く，10月から吐浜が届くなる・一方卜最低気泡吐浜

が常に高い．したがって日較差は浜が小さく，会津は大

きく饉適する．ジヨルダン日照計の観測に上る日照時間

をみると．9月中旬頃上身浜が多く，10月末頃には，そ

の藍が苦しくなる．捉ま吐日照時間とltゞ逆に走る傾向

を示す．陣水日放については，9月まで雨がひんぽんで，

10月になら‾ないと自然乾燥では安心できたレ㍉但し，会

津は10月以降わるくなる．すなわち，浜の秋は残量がき

びしく，10月上旬賃から吐乾燥しやすい気象となる・

日　照d寺向

3　自然乾燥法と胴割合

1，試験方法

改野，鹿煉期間は浜が知日臥会津吐盟日臥籾水分

舅1表　　区　の　構　成

試験場所 浜　　 支　　 場 会　 津　 支　 場

項 E l 昭和 37 生監 ） l 昭 和 36 °三度 】

供 武 品 種 ト　ヨチ カ ラ トヨチ カラ

移　 植　 期 5 月 1 0 日 6 月　 1 日

出　 破　 朋 8 月　 5 日 8 月　 8 日

刈　 取　 朋 9 月 2 0 日 9 月 2 1 日

裂 取 穿 1 9 ．7 痴 2 4 ．8 多

乾　 燥　 法

段 耕一 南 面野 上び北 三 把 立 ，土干 し樺 掛

面 目穂 の 方 向 卜　 生 l 土 干 し後棒 掛 ト

棒損 一 結 東部 刈 株 際 生 棒 掛 ，三 把立 棒 掛

エ 少個 所 ，缶 用 ．架 l 三 把立 8 日後棒 1軸 ・

劇 一 東西 ， 南北 l 架

の 方 向 】

架 掛

吐EOttlこ上って測定，朋割米は800粒ずつ肉眼親祭に

よった．

各　試験結果

前述した上うに浜と会津の気象はか恵め相異する．

薦2表　　浜と会津の胴割米歩合

浜

段　 捌 生棒 掛

南 面 北 面 45 d ■ 2 ；亡間 東 西

14 ．3 14 ．8 14 ．4 1 4 ．4 1 4 ．4

8 ．0 4 ．2 4 ．4 6 ．4 2 ．6

乾燥度
三把立

土干し 詞 三把正
架∵掛

項目　　 ＼ l棒 掛 棒　 掛

籾摺時籾水分節 14．9 14．8 14．2 13．9 14．4

胴割 米 歩合 痴 28．0 ！汀．0 ：2．0 84．0 歩．0

したがって．浜と会津の同一乾燥法．すなわち，生樺

掛．架掛にみられる胴割米歩合吐，浜にPいて少なく，

会津の5－10分の1であった．試験地別にみると，浜の

南面段掛．生樺掛l茄虎結束，この場合，亜∬結束よめ

穂の部分に当る直射日光は多くなる），会津で壮士干し

櫻掛．三把丘穆掛による乾燥法で胴割米の発生が多い・

4　i通風乾燥法と胴割米

1．試験方法

成熟期＝9月訪日】忙刈取ったフジミノリを供試し●

生放き直後に通風乾燥機lチヨー7式，石油バーナー使

用，乾燥憶1坪）にうつし乾燥した．乾燥時間は加熱畑
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時間●余熱14時間とし，2時間毎．乾燥宿底面ユタ10，

乱恥伊である膚毎にサンプルをとり出し，胴割米t肉

眼・300粒】・籾水分（重量庭】置調査した．温衆測定

吐抵抗記録混度計を†む川し，加熱泡立を36－租Cとした．

夜番㍉乾燥に供した生籾壮600晦，膳の側血の高さまで

埴横した．乾燥中比肩で被ふくした．

2．試験結果

東2回は籾水分と胴削米歩合との関係を図示したもの

劇8奪02　4　6　号lOユ■
骨幹

密飼
鴫　紘　矢掛

第2図　層別籾水分と胴剖米歩合

第2表　　胸割米の状況

乾 燥 時 別

乾 燥 開 始 時 乾 燥 終 了 時
層 別 項 目

1 0 8町
撒　 水　 分　 界 1　 2 2 ・7 1 1 ．7

胴 割 米 歩 合　 痴 ！　 0 ．0
5 ．7

2 0
籾　 水　 分　 痴 【　 2 2 ．7

1 4 ．3

胴 割 米 歩 合　 努 0 ．0 1 ．7

8 0
籾　 水　 分　 痴 1　　 2 2 ・7 1 6 ．8

胴 割 米 歩 合　 節 0 ．0 1 ．4

である・籾水分吐下層ほど早く減少するが，上層で吐緩

慢夜か－プとなる・この試験を卦こ立った範囲の温まで

吐・籾水分を17多まで盲げる忙必要を時間牡．10血で6

時間∴乱打で8時間・紬戌では10時間であった．籾水分

を14劣化する疋吐108でで8　間臥加膚で吐10時間の加熱

と14時間の余熱が必要であわ．御所では余熱を利用して

も14廃までに吐低下しなかった．胴削米歩合をみると，

結果的に吐第2表に示したと卦少であ少，下層の10drで

吐5・7努の胴割米が発生した・要するに，下層ほど胴割

米の発現が早く多いが，上層になるにつれて緩慢少発と

なった・いずれの場合に卦いても，籾水分が16－17虜の

あいだに朋副米が発現してくる上うである．久に儀耳．に

卦ける偲ま推移についてみると一第3回に示したと》少
●（

血嘘0ま4　6号lOtl141F相加ユ1叫

加熱　　余　　熱

第3図　層別温度と余熱の推移

である・すをゎち・熱源に近hT届はど温ま上昇吐早い

が，余熱の段階になると，熟気重の潟東低下にともない

比較的持続しにくレ＝　余熱が有効に持続するのは劫α

倉上び即僧の中層に卦いてであり，茄Cの塩生が8時間

以上にも倉上ぶ・余熱によって籾水分吐1－2≠減少す
るようである．

5　考　　　察

自然乾燥法に卦ける胴割米発生の多少吐．多分に地域

気象に左右されるようである．すなゎち．会津の場合に

みられる土干し棒乳三把立，三把立祷劉のどとく．息

徴表乾燥操作をとった場合，そのときの気象条件が高温

多湿で日較差が大きいほど，苦しく乾燥する反面，扱湿

しやすく，高温冷却をくわ返す過程に卦いて．胴削米発

現の原因虻なるものと思われる．浜の場合でも，その傾

向吐みられ，とくに南面段博の上，を乾燥法で性多発し

た．

また，通風乾燥法の場合でも，下層ほど胴割米の発現

が早く，多発している．温ま推移からみても，108■の下

層で吐机一田Cの加熱となり，急敦を乾燥が持続される．

しかし．余熱で吐放熱冷却がされやすく，自然乾燥法で

述べたことゝ一致するよりである．いずれの屑に卦いて

も・籾水村が16－17廃に》いて朋副米は発現する・浜‾女

場で封となった胴割米の品種間差の試験結果に上ると．

フジキノウの上，左大粒種l玄米千粒重別．8g】吐．ト

ヨチカヲのようを小粒種l玄米千粒重包・2g】忙叱って

胴割米が多発しやすい．その意味で吐．通風乾燥法の下

層KPける6・7努の胴副米歩合吐少ない方に員する．要

するに．中層（皿甜】Kみられるような乾燥過程がのぞ

ましく，加熱と余熱の急激を温度差を薇少にとゞめるこ

とが胴剖米を少なくする適当左方墓と考えられるが，湿

度との関係を吟味し．さらに胴副米の発現しない通凰乾

燥方度について検討を要する．


